
別紙様式２号

整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（広島県　平成30年度）

メ
ニュー
①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費

備
考

（円）

（工種，
施設区
分，構
造，規
格，能力
等）

交付金
都道
府県
費

市町村費 その他

世
羅
町

広
島
た
ま
ご
株
式
会
社

畜産生
産基盤
育成強
化（採
卵鶏）

採卵養
鶏飼養
におけ
る産卵
率が2.2
ポイン
ト向上

78.9%

(産卵個数
50,924,507個
/延べ羽数

64,506,470羽
×100）

（平成25年）

80.7%

(産卵個数
51,542,061個
/延べ羽数

63,874,008羽
×100）

（平成26年）

82.3%

(産卵個数
85,705,122個
/延べ羽数
104,196,794
羽×100）

（平成27年）

74.8%

(産卵個数
77,196,581個
/延べ羽数
103,146,247
羽×100）

（平成28年）

80%

(産卵個数
81,414,766個
/延べ羽数
101,810,437
羽×100）

（平成29年）

76.1%

(産卵個数
71,081,697個
/延べ羽数

93,455,369羽
×100）

（平成30年）

80.6%

(産卵個数
85,037,098個
/延べ羽数
105,495,875
羽×100）

（平成30年）

-164.7%

計画時
（Ｈ25
年）から
産卵率
2.8%減少

畜産生
産基盤
育成強
化（採
卵鶏）

採卵鶏100
羽当たり
労働時間
が24.0%削
減

9.6時間

（労働時間
16,950時間/
（延べ羽数
64,506,470/3
65日）×
100）

（平成25年）

8.2時間

（労働時間
14,360時間/
（延べ羽数
63,874,008/3
65日）×
100）

（平成26年）

6.6時間

（労働時間
18,949時間/
（延べ羽数
104,196,794/
365日）×
100）

（平成27年）

6.8時間

（労働時間
19,075時間/
（延べ羽数
103,146,247/
365日）×
100）

（平成28年）

7.1時間

（労働時間
19,778時間/
（延べ羽数
101,810,437/
365日）×
100）

（平成29年）

7.1時間

（労働時間
18,115時間/
（延べ羽数
93,455,369/3
65日）×
100）

（平成30年）

7.3時間

（労働時間
21,090時間/
（延べ羽数
105,495,875/
365日）×
100）

（平成30年）

108.7%

計画時
（Ｈ25
年）対比
で2.5時
間/100羽
当たり削
減

家畜飼養
管理施設

ウインド
レス鶏舎
61,440羽
×２棟
集卵舎
１棟

410,400,000 184,639,000 225,761,000 H27.2.28

≪産卵率≫
　平成27年度には目標を達成して
いたものの，平成30年度は，三次
農場におけるワクモの寄生及び鶏
痘の発生により，斃死鶏が増加
し，産卵率も低下したため目標を
4.5%下回る結果となった。今後
は，鶏舎消毒１回当たりの日数を
増やし，あわせて，消毒回数も増
やすことによって疾病発生予防対
策を強化し，産卵率の向上及び飼
養羽数の増加を図る。

≪労働時間≫
　生産効率の高い新鶏舎の整備に
より，作業効率は向上し，目標を
達成した。

　三次農場におけるワ
クモの寄生及び鶏痘の
発生により，飼養羽数
及び鶏卵生産数量が減
少し，目標未達成と
なっている。

　今後は，鶏舎消毒１
回当たりの日数を増や
し，あわせて，消毒回
数も増やすことによっ
て疾病発生予防対策を
強化することとしてお
り，引き続き，関係機
関と連携し，目標達成
に向けた指導を行う。

東
広
島
市

広
島
中
央
農
業
協
同
組
合

土地利
用型作
物（稲
（新規
需要米
を除
く。）
）

事業実
施地区
におけ
る高温
耐性品
種の作
付割合
7.0ポイ
ント向
上

高温耐性品種
の作付割合

2.5％

高温耐性品種
の種子販売
量：972㎏

水稲の種子販
売量

(飼料用米を
除く)：
38,495㎏

(972kg／
38,495kg)

（平成27年）

高温耐性品種
の作付割合

2.8％

高温耐性品種
の種子販売量

1,067kg
水稲の種子販
売量38,004kg

（1,067kg／
38,004kg）

（平成28年）

高温耐性品種
の作付割合
16.4％

高温耐性品種
の種子販売量

6,233kg
水稲の種子販
売量38,004kg

（6,233kg／
38,004kg）

（平成29年）

高温耐性品種
の作付割合
23.9％

高温耐性品種
の種子販売量

8,844kg
水稲の種子販
売量36,923kg

（8,844kg／
36,923kg）

（平成30年）

－ － 高温耐性品種
の作付割合

9.5％

高温耐性品種
の種子販売量

3,774kg
水稲の種子販
売量39,552kg

（3,774kg／
39,552kg）

（平成30年）
305.7%

高温耐性
品種の作
付割合が
21.4ポイ
ント向上
した。

土地利
用型作
物（稲
（新規
需要米
を除
く。）
）

再編後の
穀類乾燥
調製貯蔵
施設等の
利用率が
100%かつ
再編後の
施設の利
用率の伸
び幅が
65.4ポイ
ント向上

既存施設の利
用率34.6％

施設荷受量：
1,369t

施設の処理能
力：3,952ｔ

(1,369t／
3,952ｔ)

（平成27年）

再編後の利用
率33.4％

施設荷受量：
1,320t

施設の処理能
力：3,952ｔ

(1,320t／
3,952ｔ）

（平成28年）

再編後の利用
率77.5％

施設荷受量：
1,240.9t

施設の処理能
力：1,600ｔ

(1,240.9t／
1,600ｔ)

（平成29年）

再編後の利用
率80.9％

施設荷受量：
1,294.8t

施設の処理能
力：1,600ｔ

(1,294.8t／
1,600ｔ)

（平成30年）

－ － 再編後の利用
率100％

施設荷受量：
1,600t

施設の処理能
力：1,600ｔ

(1,600t／
1,600ｔ)

（平成30年）

70.7%

施設の利
用率が
80.9％と
なった。
また，利
用率の伸
び率が
46.3ポイ
ントと
なった。

遠赤外線
乾燥機20t
×4基、遠
赤外線乾
燥機8.2ｔ
×6基、色
彩選別機
7.2ｔ×1
基、籾摺
り機ライ
ン2系列
3.6ｔ/h、
籾タンク
10t×8基

289,062,000 133,825,000 0 13,300,000 141,937,000 H29.3.24

品質の向上による農業者の所得の
向上を目指し，高温耐性品種の更
なる拡大に向け，法人への周知や
技術指導に取り組んだ結果，生産
面積が拡大した。
また，新規需要米（飼料用米）の
利用推進を実施し，集落法人の利
用実績に繋がった。
課題としては，平成30年7月の豪
雨災害により，水田にかなりの被
害が発生し，施設利用についても
影響を受け，新規需要米利用によ
り全体では利用量は増加したもの
の，主食用米の利用量が減少し，
再編後の利用率の目標は，未達成
となった。
今後は地域の農業を守るため早期
の復旧を図ることを急務とし，水
田の災害復旧により施設利用率の
向上と生産者の生産意欲低下を防
ぐため，行政と連携した早期回復
に取り組むとともに，水稲の生産
面積及び高温耐性品種の生産面積
の拡大に取り組んでいく。

近年，全県的に課題と
なっている高温耐性の
高い品種への転換につ
いて，当該施設の再編
を契機に転換が進み，
更には作期分散による
効率的な施設運営が図
られた結果，高温耐性
品種の割合については
目標達成したが，水稲
の作付面積は減少し
た。
また，施設の利用率向
上については，新規需
要米（飼料用米）の利
用が進んだが災害等に
より主食用米の利用量
が減少したことにより
未達成となった。
引き続き利用率の向上
を図るため，需要に応
じた取組を推進すると
ともに，水田の復旧に
より生産意欲の回復や
水稲の生産面積の拡大
に努めるよう指導を行
う。

80.1%
総合
所見

 （注）１　別紙様式１号の２のⅠに準じて作成すること。

　 　　２　要綱第３の４の（２）のアのただし書きの場合にあっては，事業実施後の状況の欄を追加し，記入すること。

　　 　３　別添として，各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と，「都道府県の評価」欄については，評価の対象となる年度のみ，それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については，評価実施年度の取組について，都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都道府県平均達成率」欄は，都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

事業実施主体の評価

３年後 目標値 達成率 達成率

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

都道府県の評価

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時 １年後

成果目標
の具体的
な内容②

事業実施後の状況②

成果目標
の具体的
な実績②

負担区分（円）

完了年月日

都道府県平均
達成率

鶏卵については，成果目標②は達成しているが，成果目標①については未達成である。今後の目標達成に向けた進捗管理を行う必要がある。
稲については，成果目標①は達成しているが，成果目標②については未達成である。今後の目標達成に向けた進捗管理を行う必要がある。

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時 １年後 ２年後 ３年後 目標値２年後 ４年後 ５年後 ４年後 ５年後


